
 
 
 
      

 
 

さて、特研生の業務がどのような物であるかは、他の方々に文を譲るとして、このつぶやきを読むのは誰なんだろうと

いうことを考えてみます。おそらく、一番の読者は未来の（読んでいる方からすると現在の、かな）特研生でしょうね。

一体何を書いたらいいんだろうと思って読んでいるでしょうか。私の物は参考にならないように、他の方とは違った書き

ぶりでいってみようと思います。次の読者として考えられるのは、特研生の候補といいますか、来年派遣だよと言われた

方々でしょうか。私が残せる物は何ですかね。今現在特研生になっている方にする話は特にありません。充実しているで

しょうし、今も特研生として生活している方がいることをうらやましく思うばかりです。生活を楽しんでください。 

未来の特研生の方にメッセージがあるとすれば、やはり同じように、楽しんでください！ですね。歴代のつぶやきを読

んでみると、いかにも楽しんでいる様子の方がいる一方で、ぶちぶちと何かぼやいているものがあります。まあそれも楽

しんだらいいと思います。楽しむのは本人の勝手なので。楽しめないのは辛いでしょう。 

では、楽しみってなんなのか。考えてみました。 

まず一つ目は新たな出会い。職場でも人との出会いは当然ありますが、固まってくるし、本人が行動しなければ広がっ

たりしませんよね。この研修中に出会う人の数は普段の（少なくとも職場での）出会いの比になりません。しかも、向こ

うから来ます。あとは参加していくかどうかだけです。他者との出会いは新たな可能性だと思います。年齢を重ねること

は可能性を経験に変えていくことだと考えると、こどもには可能性があって経験がない。大人には経験があるが、次第に

可能性が失われていく。出会いが可能性だとすれば、この研修は若返りのチャンスと言えます。なんだか胡散臭い話にな

りましたが。 

二つ目は、冒険ができること。歴代の先輩方からいろいろお話を伺ったり、引き継いだりすることがあると思います。

貴重な事だと思います。ですが、それに事前情報に囚われずに冒険してください。百聞は一見に如かずです。例えば、飲

食店はコロコロ入れ替わりますし、好みもありますし、代々引き継がれている店が良店とは限りません。地元の職員も知

らない名店が結構あります。一人で行くのはなんだか勇気がいりますが、仲間といけば、ハズレでもネタにはなるでしょ

う。“冒険とイマジネーションの海まち”がここにもあります。 

三つ目。特研生もそうだと思いますが、入校される方の多くがホームを離れ期待と不安を抱いて入校し最後には涙を流

して各自の持ち場に戻っていかれます。惜しんで涙を抑えられないほどの経験、生活ってなんでしょうね。他課程の研修

生より一足早く入寮し、研修を受け、研修生を受け入れ、見送っていく特研生だからこそ見えるものがあるかもしれませ

ん。答えを探してみてください。答えがわかったらいつかつぶやいてください。私が振り返ってこのページを訪れる楽し

みにさせていただきます。 

 

あとは、思いつくままに･･･ 

・人並みに、もう一年が過ぎるんだなあと、ふと思います。 

・ここ立川では降る年は、年に３回ほど雪が降ります。降りがちなのが２月の第２週あたりです。今年も午後から降り始

めた雪は真夜中まで降り続き、翌日はグラウンドが銀世界になりました。 

・この一年で生まれた印象に残った言葉たちを遺していきます。 

「いつでも一杯目の気持ちで、乾杯」「ちゃんとハイボール」「ひきこもりじゃないです、ぼっちですけどね」 

「一度会ったらともだちで、毎日会ったら兄弟さ」 

・人に読んでもらおうとか、面白いと思ってもらおうと思って書く文章は難しいで

すね。「本人がいいと思っている物がいかに優れているか訴えても、売れるわけで

はない」というマーケティングの話を聞きかじっておりまして、ああそういうこ

とかと思うわけです。ウケないものを書いたり、語ったりするくらいなら（マー

ケティング失敗しちゃってるじゃん w って話なんですけど）いっそ黙っていよう

かと思うことがあります。それだと成長がないわけですが、、、自己改革です。 

 

2024 年１月１日 16 時頃、石川県能登地方を最大震度７を観測する地震が襲いまし

た。震災により亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、そのご

家族や被災された方々に、心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

研修を共にした同期やここで関わった方々と安否確認をしあったり、情報共有した

りしていると人のつながりの大切さを感じます。（Ｈ．Ｉ） 

編集者注：このコンテンツは、マネジメントコース(※)の研修生が持ち回りで担当し、それぞれの所感等を述べたものです。 
 

※ 地方自治体職員が、自治大学校で一年間を過ごす研修。研修期間中の概ね半分は自治大学校の実務に従事、半分は通常の研修(第１部

課程等)を履修することによって、実践的に高度の政策形成能力及び行政管理能力の向上を図るもの。 

マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス 研 修 生 の つ ぶ や き 

 
2024年２月６日（火）自治大学校グラウンドにて 

昨日、夜中にこれ作ったの誰ですか？ 


